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要　旨
　本研究の目的は,精神看護実習で学生の患者ケアへの内発的動機づけが高まる要因を明らかにすることで
あった．4名の学生に半構成的なインタビューガイドを用いて面接した．そのデータを質的・帰納的に分析した
結果,主要な要因は［患者への否定的な見方］が「患者への肯定的な見方」に変化すること,［援助的学習環境］だと
考えられた．学生は,教員や臨床指導者のみならず看護師達,受け持ち患者,その他の患者達など臨床にいる全て
の人々の援助を受けていると実感できたことが患者ケアへの内発的動機づけになったと感じていた．これらの
ことから教員や臨床指導者は,学生の患者への見方が肯定的に変化するように働きかけるとともに,学生が臨床
にいる全ての人とコミュニケーションをはかることができるようサポートし，学習環境を整える必要がある．
キーワード：精神看護実習　看護学生　ケアへの内発的動機付け　援助的学習環境
緒　言
　Deci（1980）は,人間の内発的動機づけが高まる条
件として,課題を自分にとって意味があると感じる
こと,課題自体のおもしろさ,自律性の感覚を伴った
自己の有能性の感覚があること,を挙げている．しか
し,患者ケアのような対人場面においては,経験的に
それらだけではない要素が含まれているのではない
かと筆者らは長年考えてきた．事実Deci, Flaste
（1999）もその後の研究で,内発的動機づけの源泉は,
自律性の欲求や有能さの欲求に加えて関係性への欲
求があること（p.119）で,「内発的動機づけは人の自
律性を支えるような対人的文脈において促進され
る」（p.99）ことを見出している．看護の先行研究で
は,臨地実習でのやる気を左右する要因として「仲間
や患者との相互関係」があることが明らかになって
いる（柳田,2005）．伊藤, 長谷川 , 伊藤（2005）は,精神
看護実習でのインストラクタ （ー助手）の「内発的動
機づけへの刺激」が，「患者から拒否などのネガティ
ブな反応を受け患者と関わる意欲を失っているなど
の学生に対して必要な介入である」（p.114）ことと,
この刺激が学生の自己理解の促進,学生－患者関係
の構築,患者理解の促進に繋がっていることを明ら
かにしている（p.115）．長谷川,伊藤,伊藤（2005）は,学
生から見た学生の主体的な動きを保証するインスト
ラクターの介入として,「安全感の保証」,「具体的な動
きの提示」,「対象者理解」,「自己理解」,「ロールモデ
ル」,「受容的共感的態度」があることを見出している
（pp.84-86）．また,野崎（1999）は,初めての臨床実習で
学生が看護への動機づけを高めた状況には，≪看護
についての理解を深め看護に傾倒していく場合≫,
≪看護実践の喜びを得ることで看護への動機づけを
高める場合≫の2つがあることを明らかにしている
（p.44）．しかし精神看護実習で学生の患者ケアへの
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内発的動機づけが高まる要因を直接明らかにした研
究はなかった．
　そのため本研究は,精神看護実習において学生の
患者ケアへの内発的動機づけが高まる要因を明らか
にし,実習指導のあり方や実習環境の整え方を探求
することを目的とした．精神看護実習における学生
の患者ケアへの内発的動機づけが高まる要因が明ら
かになり,実習指導のあり方や実習環境の整え方が
示唆されれば,ひいては実習教育の質の向上,看護の
質の向上につながると考える．
方　法
１．用語の定義
患者ケアへの内発的動機づけ
　Deci（1980年）の内発的動機づけの定義「人がそれ
に従事することにより,自己を有能で自己決定的で
あると感知することのできるような行動」（p.68）を
参考に,「患者を心から援助したいという衝動に突き
動かされて患者を援助することで,その援助そのも
のに意義や面白さを感じ,更に援助に専心すること
により,自己を有能で自己決定的であると感知する
ことのできるような行動」と定義した．
２．研究デザイン
　精神看護実習で患者ケアへの内発的動機づけが高
まる要因を直接研究した論文が見当たらなかったの
で,因子探索型の質的帰納的研究デザインとした．
３．データ収集期間
　平成16年11月7日～平成17年1月21日．
４．研究対象者
　看護系大学の精神看護実習を終了した学生のう
ち,倫理的に配慮した説明を行い研究への協力の同
意が得られた人を研究対象者とした．当初,インター
ネットでのデータ収集を計画しており,それに同意
が得られたのは7名であったが,豊富なデータが得ら
れなかったために,その7名に連絡をとり,面接での
データ収集に口頭で同意が得られた4名を研究対象
者とした．
５．データ収集方法
１） 実習終了後の全体発表の後に,研究の趣旨と概要
を説明した説明文,研究協力同意書を配布し,科目
担当責任者が口頭で説明した．
２） 研究協力の意思のある人は,１週間以内に同意書
を研究室前に設置したボックスに提出するよう
依頼した．
３） インターネットでのデータ収集を行った．
４） その後，同意書を提出した人に個別に電話で連
絡をとり,口頭で同意が得られた対象者と面接日
を調整した．
５） インタビューはプライバシーの守れる個室で
行った．
６） インタビューは半構成的インタビューガイドを
使って行った．その内容は,①あなたは精神看護
実習中に受け持ち患者を心から援助したいと
思った経験がありますか,②その時の状況をでき
るだけ詳細に思い出して話してください,③あな
たは何故受け持ち患者さんを心から援助したい
と感じたのだと思いますか,の3点である．
７） 1人当たり1回のみ ,1時間～1時間半のインタ
ビューを行った．インタビュー内容は対象者の
了解を得てテープレコーダに録音した．その後,
録音内容を逐語録におこした．
６．データ分析方法
　一定の理論に基づかない質的・帰納的方法で分析
した．具体的には,データを意味のあるまとまりごと
にコード化し ,他のコードと比較しながら類似の
コードを集めて抽象化して命名し,サブカテゴリー
とした．次にサブカテゴリー同士を比較しながら類
似のサブカテゴリーを集めて抽象化して命名し,カ
テゴリーとした．最後に,インタビューデータに戻り
ながらカテゴリー同士の関係を分析した．分析の妥
当性を高めるために研究者間（研究代表者と共同研
究者）で分析を分担し,研究者全員の意見が一致する
まで検討した．
７．倫理的配慮
１） 精神看護実習終了日に,学生に研究の概要,研究へ
の参加の有無により何ら成績や評価等の面で不
利益を生じないこと,今回の研究以外にはデータ
を使用しないこと,結果の公表方法を文書と口頭
で説明した．後日，研究者の研究室前に設置し
た回収ボックスに同意書を提出した学生のうち,
面接に口頭で同意した人を対象者とした．
２） 対象者が実習をした施設の管理者と看護管理者
に研究の概要と方法,対象者が語った患者に関す
る情報は匿名化又は抽象化して処理すること,結
果の公表方法,研究への協力の有無によりなんら
不利益を生じないことを文書と口頭で説明し,文
書で同意を得た．
３） 個人や所属が特定できるような固有名詞は匿名
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化してプライバシーを保護した．
４） 福岡県立大学看護学部の倫理委員会の承認を得
た後に研究を開始した．
５） データは鍵のかかる保管庫に収納し,研究終了後
にはシュレッダーにかけて処分する予定であ
る．
結　果
　対象者の属性は,対象者数が4名と少ないため倫理
的な配慮により割愛する．
　分析の結果,273の一次コードから111の二次コー
ドが抽出され,111の二次コードから34のサブカテゴ
リーが抽出された．最終的に34のサブカテゴリーか
ら12のカテゴリーが抽出された．その内容は,表１に
示すとおりである．以下,カテゴリーは［　　］ ,サブ
カテゴリーは＜　　＞,サブカテゴリーを構成する
二次コードは≪　　≫,二次コードを構成する一次
コードは｛　　｝で表す．
　カテゴリー同士の関係は図１に示すとおりで,学
生は,実習当初は受け持ち［患者への否定的な見方］
をしている（対象者全員そうであった）が,［援助的学
習環境］の中で徐々に［肯定的な見方］に変化し,[援
助への内発的動機づけ]を得る．そこで学生が自分の
知識や技術に＜確かさを感じ＞れば［援助行動］に
踏み込んでいくが,＜不確かさを感じ＞たり＜途方
にくれ＞たりすると,教員,臨床指導者,実習グループ
の他の学生等に対して［求援助行動］を起こす．これ
に対して＜皆が援助してくれる＞,＜恵まれた学習
環境＞といった［援助的な学習環境］があると,学生
は［学習行動］をとりながら ,自分に＜確かさを感
じ＞,［援助行動］を起こすようになる．［援助の効果］
は学生の［自己への感情］に繋がるが,［自己への感
情］のうち,＜不全感＞と＜自己効力感＞のいずれも
が,その後の［学習への内発的動機づけ］や［援助へ
の内発的動機づけ］に繋がっていく．学生が患者ケ
アへの内発的動機づけを得る要因は,患者への［否定
的な見方］が「患者への肯定的な見方」に変化するこ
とと ,学生が＜途方にくれ＞たり ,＜不確かさを感
じ＞たりして[求援助行動]を起こした時に,［援助的
学習環境］があるか否かであり,そこに鍵があると考
えられた．しかし,援助への内発的な動機づけが高ま
るもうひとつの直接的な要因として［家族への否定
的な見方］も見出された．
　本稿では,紙面の制約がある関係で,中核概念だと
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図１
学生の患者ケアへの内発的動機付けが高まる構造
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考えられた［患者への否定的な見方］が［患者への肯
定的な見方］に変わる部分 ,それに影響する［援助的
学習環境］について詳細に述べる．［患者への否定的
な見方］,［患者への肯定的な見方］については，カテ
ゴリー,サブカテゴリー,二次コード,代表的なインタ
ビューデータを示した．最も重要だと考えられた[援
助的学習環境]は ,カテゴリー,サブカテゴリー,二次
コード,一次コード,インタビューデータを示した．
１．［患者への否定的な見方］
　[患者への否定的な見方]は,表1に示すように,＜精
神障害者への偏見＞,＜精神障害者への偏見からく
る否定的な感情＞,＜患者の反応への否定的な捉
え＞,＜患者との関係性への否定的な捉え＞で構成
されていた．このカテゴリーは,実習の最初の時期に
見られる,もともと学生が持っていた精神障害者に
対する偏見やそれに基づく受け持ち患者へのネガ
ティブな感情,受け持ち患者の反応を障害や対人関
係の発展段階から適切にアセスメントしたり援助し
たりすることができないための誤った患者像,学生
と受け持ち患者との関係性の浅さなどから生じる患
者のとらえ方を示していた．
１）＜精神障害者への偏見＞
　これは,≪精神障害者は危険だ≫で構成されて
いた．この二次コードに対応する代表的なインタ
ビューデータは表1-1に示すとおりである．
２）＜精神障害者への偏見からくる否定的な感情＞
　これは,≪実習前は不安があった≫,≪実習前は
精神障害者への恐怖心があった≫で構成されてい
た．この二次コードに対応する代表的なインタ
ビューデータは表1-2に示すとおりである．
３）＜患者の反応への否定的な捉え＞
　これは, ≪最初は学生に心を閉ざしていた≫,≪最
初は学生を拒否していた≫,≪最初は学生に関心
がなかった≫で構成されていた．この二次コード
に対応する代表的なインタビューデータは表1-3
に示すとおりである．
４）＜患者との関係性への否定的な捉え＞
　これは, ≪最初は患者と学生の間に壁があった≫, 
≪最初は学生からの一方的な関係だった≫で構成
されていた．この二次コードに対応する代表的な
インタビューデータは表1～4に示すとおりであ
る．
２．［患者への肯定的な見方］
　［患者への肯定的な見方］は,表2に示す,＜精神障
害者への偏見の和らぎ＞,＜患者への否定的な感情
の和らぎ＞,＜患者の反応への肯定的な捉え＞,＜患
者との関係性への肯定的な捉え＞,＜患者からの肯
定的な反応への喜び＞,＜真の患者像に近づく＞,＜
援助の必要性の認識＞で構成されていた．このカテ
ゴリーは,学生が,患者との関係性の深まりや周囲か
らの援助によって,患者からの反応を適切にとらえ,
真実に近い患者像を結んだり,援助の必要性に気づ
いたりしたことを示していた．
１）＜精神障害者への偏見の和らぎ＞
　これは≪普通の人と同じだ≫,≪精神障害者へ
のイメージが変わった≫で構成されていた．この
二次コードに対応する代表的なインタビューデー
タは表2-1に示すとおりである．
２）＜患者への否定的な感情の和らぎ＞
　これは,≪患者への陰性感情はなかった≫,≪患
者に憐憫の情を感じた≫ ,≪患者に陽性感情を
持った≫,≪患者に親近感を感じた≫,≪患者の苦
悩を察した≫で構成されていた．この二次コード
に対応する代表的なインタビューデータは表2-2
に示すとおりである．
３）＜患者の反応への肯定的な捉え＞
　これは,≪患者が学生に関心を示してくれた≫,
≪患者が学生を受容してくれた≫, ≪患者が学生
に心を開いてくれた≫，≪患者が学生を信頼して
くれた≫, ≪患者が学生に援助を求めてくれた≫,
≪患者が学生を援助してくれた≫で構成されてい
た．この二次コードに対応する代表的なインタ
ビューデータは表2-3に示すとおりである．
４）＜患者との関係性への肯定的な捉え＞
　これは, ≪患者との壁が徐々になくなった≫, 
≪患者とコミュニケーションがとれるようになっ
た≫, ≪患者と徐々に信頼関係が築けた≫,≪互い
に援助し合う関係になった≫で構成されていた．
この二次コードに対応する代表的なインタビュー
データは表2-4に示すとおりである．
５）＜患者からの肯定的な反応への喜び＞
　これは,≪患者が心を開いてくれてうれしかっ
た≫,≪患者からの関心が嬉しかった≫,≪患者か
ら受容されて嬉しかった≫,≪援助の甲斐があっ
て嬉しかった≫で構成されていた．この二次コー
ドに対応する代表的なインタビューデータは表
2-5に示すとおりである．
６）＜真の患者像に近づく＞
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　これは, ≪患者へのイメージが変化した≫,≪真
実に近い患者が見えた≫,≪患者の持っている力
に気づいた≫で構成されていた．この二次コード
に対応する代表的なインタビューデータは表2-6
に示すとおりである．
７）＜援助の必要性の認識＞
　これは,≪援助の必要性を感じた≫,≪病気を持
つ患者≫, ≪危険の予知ができない患者≫,≪症状
がある患者≫,≪活動と休息のバランスが悪い患
者≫,≪現実検討能力が低い患者≫,≪孤独と人と
の付き合いのバランスが悪い患者≫, ≪ノンコン
プライアンスの患者≫, ≪経済力がない患者≫, 
≪不遇な患者≫,≪行動制限がある患者≫, ≪ソー
シャルサポートが少ない患者≫,≪ストレス-コー
ピングが下手な患者≫,≪家族関係に問題がある
患者≫で構成されていた． この二次コードに対応
する代表的なインタビューデータは表2-7に示す
とおりである．
３．［援助的学習環境］
　［援助的学習環境］は,表3に示すとおり,＜皆が援
助してくれた＞,＜恵まれた学習環境＞で構成され
ていた．このカテゴリーは,学生仲間,看護や看護以
外の専門家が学生を直接助けてくれることのみなら
ず,間接的に実習場全体の人的・物理的環境が良好で
あることを示していた．
１）＜皆が援助してくれた＞
　このサブカテゴリーは,表3-1）~4）に示すとお
り,≪臨床指導者が援助してくれた≫,≪教員が援
助してくれた≫,≪グループメンバーが援助して
くれた≫,≪患者達が援助してくれた≫で構成さ
れていた．
 ⑴≪臨床指導者が援助してくれた≫
　これは,臨床指導者が学生に何でも聞いて良
い事を保証し,実際,忙しい中でも多くの時間を
割いて学生の話を傾聴し,臨床判断・方針・具体
的な看護行為・見通しを示したり,学生を認め肯
定的な評価をしてくれたり,実習後の継続看護
を引き受けてくれたりしたことを示す二次コー
ドであった．この二次コードを構成する一次
コードと , それに対応する代表的なインタ
ビューデータは,表3-1-1）-（1）~（16）に示すとお
りである。
⑵≪教員が援助してくれた≫
　これは,尻込みしている学生を患者の所へ行
くように後押ししたり,愚痴を聞いたり,言動の
意味を示したり，知識や違った見方を提供した
り,看護技術の効用を教えたり，具体的な看護行
為を提案したりする学生への直接的働きかけ
と,学生に代わって指導者に相談してくれたり
という,代理的働きかけを含むサブカテゴリー
であった．この二次コードを構成する一次コー
ドと ,それに対応する代表的なインタビュー
データは,表3-1-2）-（1）~（9）に示すとおりであ
る．
⑶≪グループメンバーが援助してくれた≫
　これは,他の学生が受け持ち患者の情報を提
供したり,困ったときに相談に乗ってくれたり,
患者を一緒にケアしてくれたりしたことを示す
二次コードであった．この二次コードを構成す
る一次コードと,それに対応するインタビュー
データは表3-1-3）-（1）~（7）に示すとおりであ
る．
２）＜恵まれた学習環境＞
　このサブカテゴリーは,表3-2-1）~5）に示すとお
り,≪学習的雰囲気があった≫, ≪看護師達がロー
ルモデルになってくれた≫ ,≪人的資源が豊富
だった≫,≪グループがうまくいっていた≫,≪物
理的環境が整っていた≫で構成されていた．
　ここでは紙面の制約の都合上,今後の実習環境
を整える為の実習施設への働きかけのあり方を示
唆する重要な要素であると考えられた,≪学習的
な雰囲気があった≫,≪看護師達がロールモデル
になってくれた≫を詳細に見ていく．
⑴≪学習的雰囲気があった≫ 
　この二次コードは,看護師のやさしい態度や
なんでも聞ける雰囲気など,学生が安心して学
習に取り組める人的環境であることを示してい
た．この二次コードを構成する一次コード,それ
に対応するインタビューデータは表3-2-1）-（1）
~（5）に示すとおりである．
⑵≪看護師達がロールモデルになってくれた≫
　この二次コードは,初学者である学生に,看護
専門職者としてのモデルを示す的確な看護が展
開されていたことを示していた．二次コードを
構成する一次コード,それに対応するインタは
ビューデータ表3-2-2）-（1）~（2）に示すとおり
である．
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４．［家族への否定的な見方］
　［家族への否定的な見方］は,表4-1に示すとおりで
ある．これは家族としての役割を果たさない,又は通
常の家族では考えられない反応を示す家族に対する
否定的なイメージを示すカテゴリーであった．学生
は家族への否定的な見方をすることで,患者に対し
て心から援助したいという内発的動機づけを得てい
た．
５．［確かさの程度］
　［確かさの程度］は,表4-7に示すとおりである．こ
のカテゴリーは, 学生自身が持っている看護の知識
や技術に対する信頼や確信の程度であり,そのレベ
ルによって[求援助行動]（表4-5）に繋がったり,[援助
行動]（表4-8）に踏み込んだりする動因を示すカテゴ
リーであった．
６．［求援助行動］
　［求援助行動］は,表4-5に示すとおり,＜求援助行
動に対する信念＞,＜皆に援助を求める＞で構成さ
れていた．このカテゴリーは ,自分の看護の知識や
技術に対して＜不確かさを感じる＞（表4-2-2） ,＜途
方にくれる＞（表4-2-3）といったことが動因となり,
学生仲間,看護やそれ以外の専門家に助けを求める
ことを示していた．またその前提として,自分で解決
できない問題を放置したり,わからないままに実践
したりせず,他者の助けを要請することは,看護者に
とって大切な姿勢であるという学生の確固とした信
念を含むカテゴリーであった．
考　察
　図1で示したとおり,学生の患者ケアへの内発的動
機づけに直接的に影響しているのは,［患者への否定
的な見方］が［患者への肯定的な見方］に変化するこ
と,［自己への感情］,［家族への否定的な考え方］であ
り,直接的にも間接的にも影響しているのは，［援助
的学習環境］があることだと考えられた．また,Deci, 
Flaste （1999年）のいう内発的動機づけの高まる要
因としての「自律性の感覚を伴う自己の有能性の感
覚があること」（p.95）は,今回見出された［自己への
感情］の構成要素の一つである＜自己効力感＞に当
たると考えられる．しかし患者ケアへの内発的動機
づけにはこの有能性の感覚以外にも,[自己への感情]
の構成要素である＜過去の不全感＞や＜援助の結果
としての不全感＞も影響していることが見いだされ
た．この＜過去の不全感＞や＜援助の結果としての
不全感＞が＜自己効力感＞と関連しているかどうか
については,今回の研究では明らかにすることはで
きなかった．
　学生が［患者への否定的な見方］を実習当初は持
ちやすいことは,先行研究（北岡,谷本,林,ほか,2003/木
下,松田,2004 /加藤,2005）と同じ結果であった．また, 
精神看護実習を通して ,精神障害者への否定的イ
メージが肯定的に変化することは明らかになってい
る（村井,松崎,岩崎ほか,2001）．しかし,患者への否定
的なイメージが肯定的に変化することが,学生が患
者ケアへの内発的動機づけを高める直接の要因に
なっていることは,今回の研究で得た新たな知見で
ある．従って,患者への否定的なイメージを持つ学生
の経験を丁寧に紐解き,イメージが肯定的に変化す
るように働きかけていくことが,学生の患者ケアへ
の内発的動機づけを高めるためには必要なことであ
る．具体的には, 学生が患者との間で起こっている
ことをどのように経験しているのか,学生の見方は
どこからくるのか,経験に伴う感情,患者の気持ちは
どう推察できるか,などの発問をすることが考えら
れる。また学生がそのような経験をすることで感じ
る辛さに共感し ,具体的な手立てを一緒に考えるこ
とが必要だと考える．
　入江ら（2004）は,精神看護実習で統合失調症患者
を受け持った学生が見る『風景』から,学生が限られ
た期間内に真に統合失調症患者と心が通ったという
実感を持つには,教員が「学生の背後から見守るとい
うスタイル」では不十分で,直接的な介入が必要であ
ると述べている（p.11-12）．また加藤（2005）も,「な
るべく早期に指導者･教員が学生と精神障害者との
コミュニケーションを促すことが,学生の不安を軽
減させる方法として効果的」（p.256）と述べている．
しかし本研究では,必ずしも教員の直接的な介入の
みが必要というわけではなく,学生が「皆から援助さ
れた」と実感することが,「患者を心から援助したい」
という気持ちにつながると考えられた．援助への内
発的な動機づけに直接的にも間接的にも影響してい
る［援助的学習環境］は,教員や臨床指導者のみなら
ず,他の看護師達，グループメンバー,受け持ち患者
や他の患者達といったすべての人からの援助が学生
に提供されている環境であった．また,学習的な雰囲
気,良好なグループメンバー間の関係,ロールモデル
になる看護師達の存在,豊富な人的資源等の恵まれ
た学習環境であった．安酸（1999,2000）は,経験型実
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習教育の展開のために教師に求められる能力の一つ
として,「学習的雰囲気を提供する力」（「学生に安心
して一緒に学習していきたいと思える教師の醸し出
す雰囲気」のこと）（p.6，p.819）を挙げている．研究
対象者が実習した施設では,患者も含めて,この「学習
的雰囲気」が醸し出されていたと言える．安酸
（2001）はまた,「ケアリングの本質は,実際の人とのか
かわりでの『癒し』『癒される』関係を通して体得す
るもので,看護教育においては教師と学生の関係性
や教師と臨床スタッフとの関係性の中で対話やモデ
ルとしての教員を見ることを通して,また実際に学
生が患者にケアすることを通して学ばれていくので
はないかと感じている」（p.17）と述べている．今回
の研究結果はそのことを現実に支持するものだった
といえる．
　Bevisら（1999）も,学習環境が教育的であるために
は,「すべての人が技術や啓蒙,知恵,真実,そして表現
豊かなケアリングと共感の探求を共にしていく兄弟
姉妹でなければならない」（p.122）と述べている．
Bevisら（1999）は,このような環境が生まれるために
は,「ディスカッションも論争というよりは対話的で
なければならず,論争に勝つことよりもお互いが啓
発しあうことに重点が置かれなければならない」
（p.122）とも述べている．今回研究対象者が実習し
た施設では,まさしくそのような教育環境が醸成さ
れていたと考える．教師は,そのような環境を意図的
に創造していくために,学生,受け持ち患者,臨床指導
者に気遣ったり対話したりすることが必要である．
またそれにとどまらず,受け持ち以外の患者や看護
師にも気遣い,対話を促進していく必要があると考
える．学生同士が互いに援助的になるためには,教師
が一人一人の学生を能力という観点から比較したり
せず,同じ看護を志す仲間として,平等に尊重する態
度が重要だと考える．
　以上,学生が「心から患者をケアしたいと思う」経
験をするために必要な,教員の学生への教育のあり
方や,実習環境の整え方について述べてきた．しかし,
これらを個々の教員だけの責任とするには無理があ
る．何故なら,必ずしも教員が学生につきっきりで実
習指導をしていない場合もある．また精神看護実習
を担当する教員が精神科での臨床経験を持たない場
合や,臨床経験はあっても教員としての経験が少な
い場合もままある．安田,安永,大見ら（2005）は, 経験
型精神看護実習で専門領域外の教員が直面する困難
には,「実習施設に関すること」,「学生に関すること」,
「臨床指導者に関すること」,「看護スタッフに関する
こと」,「患者に関すること」などがあることを明らか
にしている．また ,臨床指導者も ,自信のなさ（下
田,1998）,様々なジレンマ,困難を抱えていることが
明らかになっている （白沢,浅川,安藤ほか,1994） ．
個々の教員や臨床指導者をサポートし,より良い実
習教育を進めていくためには,大学と臨床が共同で
行うワークショップや,学生の指導事例の検討会を
通して,チームティーチング体制を強化していく必
要があると考える（松枝,中津川,安永ほか,2005 / 村
島 ,中津川 ,安永ほか ,2005 / 安永 ,松枝 ,中津川ほ
か,2005 / 安田ほか,2005）．
　他にも,学生の患者ケアへの内発的動機づけに直
接つながる要因として,［家族への否定的な見方］と
いうカテゴリーが抽出された．研究対象者が実習し
た施設では,家族看護の必要性は認識されており,可
能な限り家族看護の実践が試みられている．しかし,
患者の長期入院に伴い,様々な事情で家族看護をし
たくてもできない状況が多々ある．また,短い実習期
間の中で,学生が家族に接する機会や,受け持ち看護
師から情報を得る機会が少ないことも,学生の家族
への否定的なイメージに影響していると考えられ
る．今後は学生の［家族への否定的な見方］が肯定的
に変化し,家族看護の重要性が理解できるように, 教
員と臨床指導者が協力して,早い段階で受け持ち看
護師に家族の情報を得る機会を設ける必要があると
考える．
 
結　論
　精神看護実習を終了した4名の看護系大学の学生
を対象者として,患者ケアへの内発的動機づけが高
まる要因を質的帰納的に明らかにした．学生の患者
ケアへの内発的動機づけに直接的に影響している要
因は,［患者への否定的な見方］が［患者への肯定的な
見方］に変化すること,［家族への否定的な見方］,「自
己への感情」で,「援助的学習環境」は直接的にも間接
的にも影響していた．また,Deciら（1999）のいう内
発的動機づけの高まる要因としての「自律性の感覚
を伴った自己の有能性の感覚があること」（p.96）以
外に,患者ケアへの内発的動機づけには,［自己への感
情］の＜過去の不全感＞や＜援助の結果としての不
全感＞も影響していた．
　本研究の限界は,対象者が4名と少なく,しかも同一
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教育機関の所属である為,一般化できないことであ
る．今後,多様な教育機関において対象者を増やし,
普遍性を追求していく必要がある．
謝　辞
　本研究に御協力くださった看護学生,その学生を
温かく受け入れ実習に御協力くださった実習施設の
患者様をはじめスタッフの方々に心から感謝する．
　尚,本研究は平成16年度福岡県立大学看護学部研
究奨励交付金の助成を受けて行った研究である．又,
本稿は第16回日本精神保健看護学会で発表した内容
に加筆修正した論文である。
文　献
Bevis, E. Olivia. & Watson, Jean （編）. （1999）.ケア
リングカリキュラム:看護教育の新しいパラダイ
ム. （安酸史子監訳）.医学書院,東京.：Bevis, E. O., & 
Watson, J （Eds.）, （1989）.Toward a Caring Cur-
riculum: A New Pedagogy for Nursing. N.Y.: Na-
tional League for Nursing. 
Deci, L. Edward. （著）． （1980）. 内発的動機づけ: 実
験社会心理的アプローチ.  （安藤延男, 石田梅男
訳）.東京 :誠心書房 .: Edward L. Deci. （Eds.）. 
（1975）. Intrinsic Motivation.  New York: Plenum 
Press. 
Deci, L. Edward, Flaste Richard. （1999）.人を伸ばす
力:内発と自律のすすめ.（桜井茂男監訳）.東京:新曜
社.: Deci, L. Edward, Flaste Richard. （Eds.）. 
（1995）. Why We Do What We Do. New York: G. 
P. Putnam’s Sons.
長谷川博亮,伊藤幹佳,伊藤ひろ子.（2005）.精神看護実
習におけるインストラクターの支援:対人関係理
論を基盤にした学びの展開．宮城大学看護学部紀
要, 8（1）,79－87.
伊藤幹佳,長谷川博亮,伊藤ひろ子.（2005）.精神看護実
習における学生の主体的な動きへのインストラク
ターの介入.宮城大学看護学部紀要, 8（1）,109-117.
入江拓,横井麗子,松本浩幸.（2004）.精神看護実習にお
ける看護学生の介入に関する一考察:統合失調症
及び気分障害患者の症状のプロフィールと看護学
生の眺める「風景」に焦点を当てて.聖隷クリスト
ファー大学看護学部紀要,12,1-15.
加藤知可子.（2005）.精神看護実習における指導方法
の検討：精神障害者に対する看護学生の不安の軽
減,日本看護学会論文集（精神看護）,36,255-257.
北岡（東口）和代,谷本千恵 ,林みどり ,栗田いね子 .
（2003）.看護学生の精神障害者への態度の変化:講
義前から実習後にかけての変化の検討.日本精神
保健看護学会誌, 12（1）,78-84.
木下八千代,松田光信.（2004）.看護学生が描く「精神
障害者像」の変化に関する研究:講義と実習の関連
から探る.日本精神保健看護学会誌, 13（1）,117-122.
松枝美智子,中津川順子,安永薫梨,安田妙子,村島さい
子.（2005）.福岡県立大学看護学部の取り組み；精神
看護実習のカリキュラム上の位置づけと指導体
制.看護教育, 46（11）,1016-1020.
村井理依子,松崎緑,岩崎みすず,小林美子.（2001）.学生
が実習前後に抱く精神障害者のイメージ:精神看
護実習前後の比較を通して .長野県看護大学紀
要,4,41-49.
村島さい子,中津川順子,安永薫梨,安田妙子,松枝美智
子.（2005）.福岡県立大学看護学部の取り組み:臨床
指導者とともに取り組んだワークショップ. 看護
教育, 46（11）,1021-1027.
野崎真奈美.（1999）.初めての臨床実習において看護
学生が看護への動機づけを高めた状況の分析.日
本看護学会論文集.看護教育,30,44-46.
下田美和.（1998）.臨床指導者が漠然と感じる自信の
なさの要因と影響要因に関する研究.神奈川県立
看護教育大学校教育研究収録,23,172-178.
白沢はるみ,浅川和美,安藤正子,小池吉美,西川訓子,外
川忍.（1994）.臨床実習指導における役割遂行上の
認識とストレスの現状に関する調査.第25回日本
看護学会（看護教育）抄録集,94-96.
柳田恵子.（2005）.効果的な実習指導の検討:実習にお
ける学生の達成感とやる気に関する分析.神奈川
県立平塚看護専門学校紀要,11,11-15.
安田妙子,安永薫梨,大見由紀子,Adler-Collins Je-Kan,
松枝美智子.（2005）.福岡県立大学看護学部の取り
組み:経験型精神看護実習において領域外の教師
が 直 面 す る 困 難 と そ の 対 策 .看 護 教 育 ,46
（11）,1035-1039.
安酸史子.（1999）.経験型実習教育の考え方.Quality 
Nursing , 5（8）,4-11.
安酸史子.（2000）.学生とともにつくる臨地実習教育:
経 験 型 教 育 の 考 え 方 と 実 際 .看 護 教 育 , 41
（10）,814-825.
安酸史子.（2001）.看護教育におけるケアリング:モデ
（　　）73
福岡県立大学看護学研究紀要　5（2），　66-79，2008 松枝ほか，精神看護実習で学生の患者ケアへの内発的動機づけが高まる要因
31
リング,対話,態度. Quality Nursing , 7（1）,17-22.
安永薫梨,松枝美智子,中津川順子,安田妙子,村島さい
子.（2005）.福岡県立大学看護学部の取り組み:学習
効果を高めるために必要な臨床と大学の連携.看
護教育, 46（11）,1028-1034.
受付 　 2007.  6. 29
採用 　 2007. 11. 30
（　　）73
福岡県立大学看護学研究紀要　5（2），　66-79，2008 松枝ほか，精神看護実習で学生の患者ケアへの内発的動機づけが高まる要因
（　　）3274
（　　）75
福岡県立大学看護学研究紀要　5（2），　66-79，2008 松枝ほか，精神看護実習で学生の患者ケアへの内発的動機づけが高まる要因
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
二
次
コ
ー
ド
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
デ
ー
タ
1.
精
神
障
害
者
へ
の
偏
見
精
神
障
害
者
は
危
険
だ
今
ま
で
精
神
科
に
か
か
っ
て
い
る
人
っ
て
い
う
の
は
、
な
ん
か
の
拍
子
に
バ
ー
っ
て
な
っ
た
り
、
そ
う
い
う
の
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
け
ど
2.
精
神
障
害
者
へ
の
偏
見
か
ら
く
る
否
定
的
な
感
情
1
実
習
前
は
精
神
障
害
者
へ
の
恐
怖
心
が
あ
っ
た
行
く
ま
で
は
、
精
神
科
っ
て
怖
い
、
と
か
危
な
い
、
と
か
そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
け
ど
、
で
も
確
か
に
も
し
か
し
た
ら
そ
う
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
2
実
習
前
は
不
安
が
あ
っ
た
2
週
間
っ
て
い
う
短
い
期
間
で
本
当
に
患
者
さ
ん
と
信
頼
関
係
が
築
け
る
か
な
あ
っ
て
い
う
不
安
は
実
習
に
行
く
前
と
か
に
す
ご
い
あ
る
ん
で
す
ね
。
3.
患
者
の
反
応
へ
の
否
定
的
な
捉
え
1
最
初
は
学
生
に
心
を
閉
ざ
し
て
い
た
最
初
は
結
構
人
見
知
り
さ
れ
る
方
で
、
最
初
は
そ
こ
ま
で
打
ち
解
け
る
こ
と
も
な
く
、
な
か
な
か
心
を
開
い
て
下
さ
ら
な
い
方
な
ん
で
2
最
初
は
学
生
を
拒
否
し
て
い
た
隣
に
い
て
も
す
っ
と
ど
っ
か
に
い
っ
ち
ゃ
う
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
3
最
初
は
学
生
に
関
心
が
な
か
っ
た
最
初
は
も
う
ほ
ん
と
に
自
分
の
存
在
を
気
に
か
け
て
い
な
い
よ
う
な
感
じ
で
4.
患
者
と
の
関
係
性
へ
の
否
定
的
な
捉
え
1
患
者
と
学
生
の
間
に
壁
が
あ
っ
た
ま
だ
ま
だ
壁
が
厚
い
な
っ
て
感
じ
て
た
。
2
最
初
は
学
生
か
ら
の
一
方
的
な
関
係
だ
っ
た
最
初
の
こ
ろ
は
自
分
が
一
方
的
に
話
し
か
け
る
だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
表
１
　
患
者
へ
の
否
定
的
な
見
方
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（　　）
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
二
次
コ
ー
ド
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
デ
ー
タ
1.
精
神
障
害
者
へ
の
偏
見
の
和
ら
ぎ
1
普
通
の
人
と
同
じ
だ
普
通
に
話
せ
る
、
接
す
る
事
の
出
来
る
人
っ
て
わ
か
っ
て
る
か
ら
2
精
神
障
害
者
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
そ
う
い
う
こ
と
も
な
く
て
、
イ
メ
ー
ジ
が
だ
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
。
2.
患
者
へ
の
否
定
的
な
感
情
の
和
ら
ぎ
1
患
者
へ
の
陰
性
感
情
は
な
か
っ
た
（
陰
性
感
情
は
）
な
か
っ
た
で
す
。
2
患
者
に
憐
憫
の
情
を
感
じ
た
同
情
も
多
少
は
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
患
者
に
陽
性
感
情
を
持
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
：ー
一
生
懸
命
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
に
ひ
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
し
ら
？
学
生
：
う
な
ず
き
。
配
偶
者
に
す
ご
い
嫌
な
思
い
を
受
け
て
い
て
、
そ
の
人
の
子
供
と
い
っ
た
ら
、
結
構
子
供
も
あ
ん
ま
り
可
愛
く
な
い
と
か
あ
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
（
患
者
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
）。
4
患
者
に
親
近
感
を
感
じ
た
私
も
、結
構
抱
え
込
む
ほ
う
な
ん
で
す
け
ど
、あ
ま
り
ベ
ラ
ベ
ラ
は
言
わ
な
い
ほ
う
な
ん
で
。
性
格
的
に
す
ご
い
似
て
る
感
じ
だ
っ
た
ん
で
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
患
者
の
苦
悩
を
察
し
た
辛
い
部
分
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
あ
3.
患
者
の
反
応
へ
の
肯
定
的
な
捉
え
1
患
者
が
学
生
に
関
心
を
示
し
て
く
れ
た
患
者
さ
ん
か
ら
も
「
将
来
は
ど
こ
で
働
く
ん
で
す
か
」
と
か
、（
い
ろ
い
ろ
向
こ
う
か
ら
話
し
か
け
て
下
さ
る
よ
う
に
な
っ
て
）
2
患
者
が
学
生
を
受
容
し
て
く
れ
た
患
者
さ
ん
が
私
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。
3
患
者
が
学
生
に
心
を
開
い
て
く
れ
た
患
者
さ
ん
が
、
私
に
対
し
て
心
を
開
い
て
く
れ
た
っ
て
い
う
の
が
一
番
大
き
い
4
患
者
が
学
生
に
援
助
を
求
め
て
く
れ
た
退
院
し
た
後
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
私
に
相
談
し
て
良
い
か
な
っ
て
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
5
患
者
が
学
生
を
援
助
し
て
く
れ
た
「
何
時
か
ら
だ
ろ
う
」っ
て
言
っ
て
る
と
、
O
T
の
計
画
表
が
張
っ
て
あ
る
掲
示
板
が
あ
る
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
て
。
6
患
者
が
学
生
を
信
頼
し
て
く
れ
た
私
の
こ
と
を
信
頼
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
っ
て
感
じ
た
か
ら
4.
患
者
と
の
関
係
性
へ
の
肯
定
的
な
捉
え
1
患
者
と
の
壁
が
徐
々
に
な
く
な
っ
た
だ
ん
だ
ん
壁
が
な
く
な
っ
て
き
て
る
の
か
な
っ
て
。
2
患
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
会
話
も
ち
ょ
っ
と
ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
3
患
者
と
徐
々
に
信
頼
関
係
が
築
け
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
：ー
徐
々
に
信
頼
関
係
が
築
け
た
か
な
あ
と
い
う
感
じ
か
な
？
　
  
  
学
生
：
う
な
ず
き
4
互
い
に
援
助
し
合
う
関
係
に
な
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
：ー「
じ
ゃ
あ
向
こ
う
か
ら
援
助
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
？
」
　
  
  
  
  
  
  
学
生
：
う
な
ず
き
「
そ
う
で
す
。」
5.
患
者
か
ら
の
肯
定
的
反
応
へ
の
喜
び
1
患
者
が
心
を
開
い
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
心
を
開
い
て
く
れ
た
ん
だ
ー
と
思
っ
て
す
ご
い
嬉
し
く
な
っ
た
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
患
者
か
ら
の
関
心
が
嬉
し
か
っ
た
一
つ
で
も
こ
ち
ら
の
興
味
を
持
っ
て
下
さ
っ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
。
3
患
者
か
ら
受
容
さ
れ
て
嬉
し
か
っ
た
自
分
の
こ
と
を
受
け
入
れ
て
く
れ
て
い
る
っ
て
い
う
の
が
わ
か
っ
て
、
す
ご
い
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
4
援
助
の
甲
斐
が
あ
っ
て
嬉
し
か
っ
た
患
者
さ
ん
が
、
ほ
ん
と
喜
ば
れ
て
た
か
ら
、
良
か
っ
た
と
思
っ
て
6.
真
の
患
者
像
に
近
づ
く
1
患
者
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
化
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
：ー
最
初
持
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
よ
ね
？
  
学
生
：
は
い
。
2
真
実
に
近
い
患
者
が
見
え
た
自
分
が
そ
ん
な
に
心
配
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
ん
だ
な
っ
て
い
う
の
も
実
習
を
し
て
い
く
う
ち
に
わ
か
り
ま
し
た
。
3
患
者
の
持
っ
て
い
る
力
に
気
づ
い
た
（
前
略
）
御
約
束
し
た
こ
と
は
き
つ
く
て
も
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
た
ら
頑
張
っ
て
お
ら
れ
て
7.
援
助
の
必
要
性
の
認
識
1
援
助
の
必
要
性
を
感
じ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
：ー
援
助
し
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
だ
っ
て
い
う
の
は
少
し
は
あ
っ
た
？
　
学
生
：
あ
り
そ
う
で
し
た
し
、
あ
ま
り
求
め
て
は
来
ら
れ
な
い
の
で
、
だ
か
ら
何
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
ろ
い
ろ
考
え
る
と
い
う
か
2
病
気
を
持
つ
患
者
（
患
者
は
）
最
終
的
に
は
統
合
失
調
症
ら
し
い
。
3
危
険
の
予
知
が
で
き
な
い
患
者
カ
ル
テ
に
、
今
回
の
入
院
の
き
っ
か
け
が
自
殺
を
し
よ
う
と
し
た
、
て
、
サ
ラ
っ
と
し
か
書
い
て
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
4
症
状
が
あ
る
患
者
ず
っ
と
肩
が
痛
い
と
か
言
わ
れ
て
た
か
ら
、
5
活
動
と
休
息
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
患
者
朝
が
起
き
れ
な
い
と
か
。
6
現
実
検
討
能
力
が
低
い
患
者
看
護
師
さ
ん
の
話
と
か
、
カ
ル
テ
を
見
る
と
あ
ん
ま
り
自
覚
が
な
い
っ
て
い
う
7
孤
独
と
人
と
の
付
き
合
い
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
患
者
誰
か
に
依
存
す
る
方
だ
な
ー
っ
と
思
っ
て
。
誰
か
が
い
な
い
と
不
安
な
ん
だ
か
な
ー
と
思
っ
た
し
8
ノ
ン
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
患
者
薬
の
量
も
ど
ん
ど
ん
勝
手
に
減
ら
し
て
い
っ
て
9
経
済
力
が
な
い
患
者
金
銭
的
に
ず
っ
と
援
助
さ
れ
て
い
た
み
た
い
で
。
10
）
不
遇
な
患
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
：ー
大
変
な
思
い
と
い
う
の
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
の
が
　
　
学
生
：
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
か
11
）
行
動
制
限
の
あ
る
患
者
（
患
者
さ
ん
は
）
一
人
で
は
外
出
で
き
な
い
ん
で
12
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
が
少
な
い
患
者
患
者
さ
ん
は
も
う
独
り
ぼ
っ
ち
・・
・
13
）
ス
ト
レ
ス
ー
コ
ー
ピ
ン
グ
が
下
手
な
患
者
や
っ
ぱ
り
、
一
人
で
抱
え
込
ん
で
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
14
）
家
族
関
係
に
問
題
が
あ
る
患
者
家
族
関
係
が
複
雑
な
患
者
さ
ん
で
、
そ
こ
ら
へ
ん
の
確
執
み
た
い
な
も
の
も
あ
る
み
た
い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
表
２
　
患
者
へ
の
肯
定
的
な
見
方
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表
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援
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的
学
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サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
二
次
コ
ー
ド
一
次
コ
ー
ド
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
デ
ー
タ
1.
皆
が
援
助
し
て
く
れ
た
1
臨
床
指
導
者
が
援
助
し
て
く
れ
た
⑴
学
生
に
代
わ
っ
て
患
者
に
働
き
か
け
   
て
く
れ
た
私
が
服
薬
の
こ
と
で
相
談
し
た
時
も
そ
の
あ
と
に
私
の
患
者
さ
ん
所
に
行
っ
て
お
話
し
を
し
て
く
れ
た
り
し
て
、（
後
略
） 
⑵
何
で
も
聞
い
て
よ
い
こ
と
を
保
証
し
て
く
れ
た
最
初
は
、
何
か
を
話
し
ち
ゃ
い
け
な
い
の
が
あ
る
っ
て
思
っ
て
た
け
ど
、
そ
う
い
う
の
は
全
然
な
い
っ
て
言
わ
れ
た
か
ら
、
結
構
話
す
時
間
が
長
く
な
っ
た
し
（
後
略
）
⑶
学
生
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
く
れ
た
距
離
の
と
り
方
で
私
は
悩
ん
だ
時
が
あ
っ
て
、（
中
略
）
あ
ん
ま
り
そ
ん
な
、
ず
っ
と
一
緒
に
、
一
緒
に
っ
て
い
う
か
、
な
ん
で
も
す
る
っ
て
い
う
の
は
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ー
っ
て
考
え
て
た
け
ど
、
実
習
の
間
は
そ
れ
で
い
い
っ
て
、（
後
略
）
⑷
具
体
的
な
看
護
行
為
を
提
案
し
て
く
れ
た
ず
っ
と
入
退
院
繰
り
返
し
て
そ
の
た
び
に
デ
イ
ケ
ア
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
け
ど
や
っ
ぱ
り
こ
な
い
か
ら
ず
っ
と
働
き
か
け
る
し
か
な
い
⑸
情
報
提
供
し
て
く
れ
た
臨
床
指
導
者
の
方
だ
と
、
カ
ル
テ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
、「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
か
、
ご
両
親
の
話
と
か
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、「
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
」っ
て
自
分
の
患
者
さ
ん
像
と
違
う
も
の
が
あ
っ
て
、
理
解
が
深
ま
っ
た
り
。
⑹
実
習
後
の
継
続
看
護
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
指
導
者
さ
ん
に
話
し
た
ら
、
“そ
れ
だ
っ
た
ら
、
実
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
こ
と
が
心
配
だ
っ
た
ら
、
私
が
患
者
さ
ん
に
対
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
他
の
看
護
師
に
伝
え
て
く
れ
れ
ば
、
継
続
し
て
あ
げ
る
か
ら
、
そ
れ
で
も
い
い
よ
ー
”っ
て
言
わ
れ
た
⑺
優
し
か
っ
た
臨
床
指
導
者
の
方
だ
け
じ
ゃ
な
く
そ
こ
の
看
護
師
さ
ん
、
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
い
る
看
護
師
さ
ん
が
み
ん
な
す
ご
く
優
し
く
て
、
⑻
臨
床
判
断
を
示
し
て
く
れ
た
臨
床
の
指
導
者
さ
ん
に
言
っ
た
ら
前
も
来
て
た
ん
だ
け
ど
段
々
行
か
な
く
な
っ
て
る
し
、
無
理
に
勧
め
て
も
や
っ
ぱ
り
段
々
行
か
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
っ
て
言
わ
れ
て
た
か
ら
、
⑼
方
針
を
示
し
て
く
れ
た
悪
霊
が
憑
い
て
る
っ
て
い
う
の
は
た
ぶ
ん
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
と
思
う
け
ど
、
そ
の
話
は
置
い
て
、
又
掘
り
返
し
て
聞
か
な
く
て
良
い
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
ね
。
そ
こ
は
そ
っ
と
し
て
お
い
て
い
い
よ
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
、（
後
略
）
⑽
見
通
し
を
示
し
て
く
れ
た
た
ぶ
ん
今
回
も
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
み
た
い
な
こ
と
も
言
わ
れ
て
ま
し
た
し
。
⑾
助
言
し
て
く
れ
た
自
分
の
言
っ
て
る
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
そ
の
時
に
知
覚
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
下
さ
い
ね
、っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
。
⑿
で
き
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
後
で
思
い
返
し
て
み
れ
ば
こ
う
だ
っ
た
な
っ
て
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、（
後
略
）
⒀
励
ま
さ
れ
た
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
っ
て
言
わ
れ
て
、
⒁
改
善
点
を
示
し
て
く
れ
た
そ
の
時
に
ち
ゃ
ん
と
わ
か
る
よ
う
に
な
る
と
も
っ
と
良
い
看
護
が
で
き
る
か
ら
⒂
学
生
の
話
を
傾
聴
し
て
く
れ
た
私
達
が
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
ず
っ
と
話
し
て
て
も
一
生
懸
命
聞
い
て
く
れ
て
、（
後
略
）
⒃
多
く
の
時
間
を
提
供
し
て
く
れ
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
時
間
が
足
り
な
い
ぐ
ら
い
話
し
て
た
ん
で
す
よ
。
あ
あ
、
も
う
こ
ん
な
時
間
だ
と
か
言
っ
て
、
そ
れ
で
も
臨
床
指
導
者
さ
ん
は
つ
き
あ
っ
て
く
れ
て
、（
後
略
）
2
教
員
が
援
助
し
て
く
れ
た
⑴
患
者
の
言
動
や
症
状
の
意
味
を
示
し
て
く
れ
た
「
そ
れ
は
心
を
開
い
て
く
れ
た
ん
だ
ね
ー
」
て
こ
と
を
言
わ
れ
て
。「
普
通
だ
っ
た
ら
、
声
が
聞
こ
え
る
っ
て
い
う
と
こ
ろ
は
、
自
分
の
大
切
な
、
心
の
部
分
だ
か
ら
、
心
を
開
い
た
人
し
か
見
せ
な
い
、
て
い
う
か
、
触
ら
せ
な
い
所
じ
ゃ
な
い
か
な
ー
」
て
言
わ
れ
て
⑵
助
言
し
て
く
れ
た
自
分
が
ど
う
対
応
し
て
い
い
か
わ
か
ん
な
い
時
に
、
助
言
し
て
も
ら
え
た
こ
と
⑶
知
識
を
提
供
し
て
く
れ
た
症
状
が
出
た
か
ら
飲
む
も
の
じ
ゃ
な
く
っ
て
出
な
い
よ
う
に
飲
む
っ
て
い
う
薬
の
役
割
が
あ
る
か
ら
っ
て
、
そ
れ
は
二
人
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
⑷
具
体
的
な
看
護
行
為
を
提
案
し
て
く
れ
た
「
そ
う
い
う
時
は
こ
う
す
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」っ
て
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
り
、（
中
略
）「
お
腹
痛
い
」っ
て
言
わ
れ
た
時
に
「
タ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
あ
げ
た
ら
」っ
て
言
わ
れ
た
か
ら
、（
後
略
）
⑸
看
護
技
術
の
効
用
を
教
え
て
く
れ
た
カ
ン
フ
ァ
の
時
か
な
ん
か
の
時
に
、
担
当
の
先
生
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
、
“触
っ
て
あ
げ
る
と
、
い
い
よ
ー
”っ
て
。
⑹
愚
痴
を
聞
い
て
く
れ
た
悩
み
っ
て
い
う
か
、
今
日
は
眠
く
て
だ
め
だ
っ
た
ん
で
す
よ
と
か
。
O
T
に
行
っ
て
く
だ
さ
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
と
か
。
な
ん
て
い
う
か
、
愚
痴
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
な
ん
か
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
頂
い
て
。
⑺
違
っ
た
見
方
を
示
し
て
く
れ
た
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
し
、
こ
こ
は
こ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
、
こ
う
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
指
摘
も
あ
っ
て
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
い
う
新
し
い
理
解
が
で
き
た
っ
て
い
う
。
⑻
指
導
者
に
相
談
し
て
く
れ
た
担
当
の
先
生
が
指
導
者
さ
ん
に
言
っ
た
時
に
、 
“触
っ
て
あ
げ
た
ら
”て
言
わ
れ
た
か
ら
、（
後
略
） 
⑼
受
け
持
ち
患
者
の
所
へ
行
く
よ
う
促
し
て
く
れ
た
誰
も
受
け
持
っ
て
い
な
い
患
者
さ
ん
で
と
て
も
明
る
い
方
が
い
た
ん
で
、
そ
の
人
と
一
緒
に
話
し
た
ら
担
当
の
先
生
が
、
自
分
た
ち
の
患
者
さ
ん
の
所
に
行
か
な
い
と
、っ
て
い
わ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
ね
。
3
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
援
助
し
て
く
れ
た
⑴
患
者
の
モ
ニ
タ
ー
を
し
て
く
れ
た
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
「
患
者
さ
ん
、
私
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
よ
」
と
か
、「
今
日
は
だ
れ
だ
れ
さ
ん
と
し
ゃ
べ
っ
て
た
よ
」
と
か
、
自
分
の
見
て
な
い
患
者
さ
ん
の
姿
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
⑵
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
た
あ
あ
い
う
こ
と
や
っ
て
た
け
ど
大
丈
夫
な
ん
か
な
あ
と
か
⑶
働
き
か
け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
教
え
て
く
れ
た
ベ
ッ
ド
の
周
り
を
掃
除
し
て
た
か
ら
今
行
っ
て
き
た
ら
い
ろ
い
ろ
一
緒
に
で
き
て
い
い
か
も
と
か
　
他
の
友
達
が
私
の
受
け
も
た
さ
し
て
も
ら
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
が
部
屋
に
戻
っ
て
い
る
か
ら
行
っ
た
ら
ど
う
?て
そ
う
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
し
。
⑷
困
っ
て
い
る
時
に
助
け
て
く
れ
た
私
の
患
者
さ
ん
は
こ
う
な
ん
だ
け
ど
っ
て
色
々
助
け
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
周
り
の
グ
ル
ー
プ
の
環
境
も
良
か
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
要
因
か
な
あ
っ
て
思
い
ま
す
ね
。
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⑸
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
私
の
相
談
に
も
乗
っ
て
く
れ
た
し
、
⑹
患
者
を
一
緒
に
ケ
ア
し
て
く
れ
た
そ
の
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
患
者
さ
ん
に
話
し
か
け
た
り
し
て
、
こ
う
協
調
性
が
出
て
き
た
・・
・
出
て
き
た
と
い
う
か
、
協
調
性
に
役
立
っ
た
っ
て
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。
⑺
助
言
し
て
く
れ
た
カ
ン
フ
ァ
の
時
に
、
あ
ー
し
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
、
こ
ー
し
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
、
と
か
っ
て
言
わ
れ
て
、（
後
略
） 
　
　
周
り
の
実
習
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
い
ろ
い
ろ
私
が
相
談
す
る
と
向
こ
う
が
こ
う
し
た
ら
ど
う
か
と
か
4
患
者
達
が
援
助
し
て
く
れ
た
⑴
患
者
達
が
優
し
く
接
し
て
く
れ
た
皆
優
し
く
患
者
さ
ん
接
し
て
き
て
く
れ
て
⑵
患
者
達
が
い
ろ
い
ろ
話
し
か
け
て
く
れ
た
い
ろ
い
ろ
話
し
か
け
て
き
て
く
れ
て
、
患
者
さ
ん
は
話
し
か
け
て
来
て
く
れ
る
患
者
さ
ん
は
話
し
か
け
て
来
て
く
れ
る
ん
で
す
ね
。
⑶
患
者
達
が
大
切
な
も
の
を
見
せ
て
く
れ
た
自
分
が
書
い
た
短
か
と
か
は
い
く
と
か
い
っ
ぱ
い
ノ
ー
ト
に
書
い
て
あ
っ
て
そ
う
い
う
の
を
見
せ
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
⑷
患
者
達
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
く
れ
た
「
こ
の
後
習
字
が
あ
る
か
ら
書
い
て
き
て
あ
げ
る
よ
」っ
て
言
っ
て
名
前
書
い
て
き
て
く
れ
て
⑸
患
者
達
に
助
け
ら
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
：ー
受
け
持
ち
の
患
者
さ
ん
以
外
か
ら
も
だ
い
ぶ
助
け
て
も
ら
っ
た
？
　
学
生
：
ハ
イ
、
色
々
。
周
り
の
患
者
さ
ん
に
も
で
す
け
ど
2.
恵
ま
れ
た
学
習
環
境
1
学
習
的
雰
囲
気
が
あ
っ
た
⑴
環
境
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
ケ
ア
し
た
い
気
持
ち
に
つ
な
が
っ
た
環
境
に
恵
ま
れ
て
た
感
じ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
も
、
そ
の
気
持
ち
に
つ
な
が
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
。
⑵
看
護
師
達
が
優
し
か
っ
た
臨
床
指
導
者
の
方
だ
け
じ
ゃ
な
く
そ
こ
の
看
護
師
さ
ん
、
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
い
る
看
護
師
さ
ん
が
み
ん
な
す
ご
く
優
し
く
て
、
⑶
何
で
も
聞
い
て
よ
い
雰
囲
気
だ
っ
た
何
で
も
聞
い
て
い
い
み
た
い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
⑷
記
録
物
は
何
で
も
見
て
よ
い
雰
囲
気
だ
っ
た
で
、
カ
ル
テ
も
見
て
も
い
い
み
た
い
な
感
じ
で
、
⑸
安
心
で
き
る
場
だ
と
思
っ
た
実
際
行
っ
て
み
た
ら
安
心
し
て
実
習
で
き
る
場
だ
な
ー
っ
て
思
っ
た
か
ら
2
看
護
師
達
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
っ
て
く
れ
た
⑴
看
護
師
達
が
的
確
に
看
護
し
て
い
た
あ
そ
こ
の
看
護
師
さ
ん
達
は
や
っ
ぱ
り
要
点
を
つ
か
ん
で
、
的
確
に
や
っ
て
い
っ
て
あ
っ
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
⑵
看
護
師
達
が
優
し
か
っ
た
そ
こ
の
看
護
師
さ
ん
、
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
い
る
看
護
師
さ
ん
が
み
ん
な
す
ご
く
優
し
く
て
、
3
人
的
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
相
談
で
き
る
人
が
周
り
に
た
く
さ
ん
い
た
聞
い
て
く
れ
る
人
が
、
周
り
に
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
4
グ
ル
ー
プ
が
う
ま
く
い
っ
て
い
た
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
間
の
関
係
が
良
好
だ
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
関
係
が
良
か
っ
た
っ
て
い
う
の
も
こ
の
実
習
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
結
構
大
き
い
要
因
だ
と
思
う
で
す
ね
。
5
物
理
的
環
境
が
整
っ
て
い
た
実
習
施
設
が
き
れ
い
だ
っ
た
き
れ
い
だ
っ
た
し
・・
・
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カ
テ
ゴ
リ
ー
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
二
次
コ
ー
ド
カ
テ
ゴ
リ
ー
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
二
次
コ
ー
ド
1.
 家
族
へ
の
否
定
的
な
見
方
否
定
的
な
家
族
像
⑴
患
者
を
援
助
し
な
い
家
族
7.
学
習
行
動
1
学
ぶ
⑴
看
護
師
か
ら
学
ん
だ
⑵
患
者
に
否
定
的
な
感
情
を
持
つ
家
族
⑵
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
か
ら
学
ん
だ
2.
自
己
へ
の
感
情
1
過
去
の
不
全
感
過
去
に
不
全
感
を
持
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
⑶
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
な
り
に
発
展
さ
せ
た
1
援
助
の
結
果
と
し
て
の
不
全
感
⑴
も
っ
と
援
助
し
て
い
れ
ば
と
後
悔
し
た
⑷
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
学
ん
だ
⑵
限
界
を
感
じ
た
2
内
省
す
る
⑴
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
振
り
返
っ
た
3
自
己
効
力
感
⑴
達
成
感
を
感
じ
た
⑵
思
い
込
み
を
修
正
し
た
⑵
有
能
感
を
持
っ
た
3
練
習
す
る
熟
慮
し
て
話
す
努
力
を
し
た
3.
 援
助
へ
の
内
発
的
動
機
づ
け
1
援
助
欲
求
⑴
自
然
に
援
助
し
た
い
と
思
っ
た
　
8.
援
助
行
動
1
援
助
の
土
台
を
つ
く
る
⑴
患
者
と
契
約
を
結
ん
だ
⑵
患
者
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
⑵
患
者
と
信
頼
を
育
ん
だ
⑶
患
者
の
信
頼
に
報
い
た
い
と
思
っ
た
2
援
助
す
る
⑴
患
者
の
気
持
を
癒
し
た
1
援
助
の
方
向
性
の
模
索
患
者
の
望
む
こ
と
を
や
り
た
い
と
思
っ
た
⑵
情
報
を
収
集
し
た
3
援
助
欲
求
の
維
持
援
助
し
た
い
気
持
ち
が
持
続
し
た
⑶
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
た
4.
確
か
さ
の
程
度
1
確
か
さ
を
感
じ
る
⑴
躊
躇
し
て
い
た
こ
と
が
解
決
し
た
⑷
目
標
を
設
定
し
た
⑵
自
分
に
も
や
れ
る
と
思
っ
た
⑸
看
護
を
展
開
し
た
⑶
援
助
の
意
義
や
効
果
を
確
信
し
た
⑹
ス
タ
ッ
フ
に
つ
な
い
だ
⑷
働
き
か
け
の
方
法
を
見
出
し
た
⑺
援
助
の
評
価
を
し
た
1
不
確
か
さ
を
感
じ
る
⑴
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
良
い
の
か
悩
ん
だ
3
援
助
者
と
し
て
の
自
分
を
調
整
す
る
自
分
の
調
子
を
整
え
た
⑵
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
な
か
っ
た
9.
援
助
の
効
果
1
援
助
の
効
果
が
あ
る
⑴
患
者
が
働
き
か
け
に
応
え
た
⑶
知
識
が
不
足
し
て
い
た
⑵
患
者
の
症
状
が
和
ら
い
だ
⑷
看
護
技
術
へ
の
不
安
が
あ
っ
た
⑶
患
者
が
感
情
を
表
出
し
た
⑸
自
信
が
な
か
っ
た
⑷
患
者
が
能
動
性
を
発
揮
し
た
3
途
方
に
く
れ
る
⑴
無
力
感
を
感
じ
た
⑸
患
者
が
学
生
の
援
助
を
肯
定
的
に
評
価
し
た
⑵
方
策
が
見
出
せ
な
か
っ
た
2
援
助
の
効
果
が
な
い
⑴
独
断
で
行
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
は
効
果
が
な
か
っ
た
5.
求
援
助
行
動
1
求
援
助
行
動
に
対
す
る
信
念
救
援
助
行
動
は
大
切
だ
⑵
目
標
と
現
実
が
乖
離
し
て
い
た
2
皆
に
援
助
を
求
め
る
⑴
臨
床
指
導
者
に
援
助
を
求
め
た
⑵
教
員
に
援
助
を
求
め
た
⑶
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
に
援
助
を
求
め
た
⑷
看
護
以
外
の
専
門
家
に
援
助
を
求
め
た
6.
 学
習
へ
の
内
発
的
動
機
づ
け
1
学
習
欲
求
⑴
学
習
を
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
⑵
立
派
な
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
表
４
　
そ
の
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
